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令
和
２
年
第
５
回
議
会
定
例
会
は
、
９
月
２３
日
か
ら

３０
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
で
は
、
５
名
の
議
員
が

登
壇
し
、
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
村
政
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
の
報
告
後
、
令
和

元
年
度
決
算
認
定
１０
件
、
令
和
２
年
度
各
会
計
の
補

正
予
算
１０
件
の
ほ
か
、
村
道
路
線
認
定
１
件
の
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
・
３
日
目
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産
業

厚
生
常
任
委
員
会
の
議
案
調
査
を
開
き
、
第
４
日
目
の

現
地
調
査
と
と
も
に
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
、
審
議
し
た
決
算
認
定
、
補
正
予
算
、
村

道
路
線
認
定
、
さ
ら
に
、
議
員
発
議
の
意
見
書
１
件
が

審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
追
加
提
案
さ
れ
た
村
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
同
意
、
原
案
ど
お
り
同
意
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

9月定例会の
あらまし

関 根 政 雄  村長

9月
定例会

借 金 貯 金と

気になる鮫川村の

令和２年３月末現在（村のさいふ）

27億8449万円 19億7481万円
借 金 村債 貯 金 基金

会社員ではない人の健康保険専用さいふ
国民健康保険特別会計（事業勘定）

集落排水専用のさいふ
集落排水事業特別会計

介護保険専用さいふ
介護保険特別会計

ほっとはうすさめがわ（宿泊施設）専用さいふ
交流施設特別会計

学校給食センター専用さいふ
学校給食センター特別会計

７５歳以上の方の健康保険専用さいふ
後期高齢者医療特別会計

（一定の障がいがあると認定を受けた６５歳以上）

村診療所専用さいふ
国民健康保険特別会計（直診勘定）

水道専用さいふ
簡易水道事業特別会計

村営バス専用さいふ
村営バス事業特別会計

４億４５２万円入 ４億９万円出

３６６５万円入 ３４５０万円出

４億９６１２万円入 ４億９４９１万円出

１７０６万円入 １６３６万円出

９５１６万円入 ９４９４万円出

３７０５万円入 ３６９３万円出

６９６３万円入 ６６８２万円出

１億３８８５万円入 １億３０９７万円出

１２３５万円入 １１４８万円出

特別会計

村民１人あたり
60万8000円村民１人あたり

約85万8000円

専用のさいふ
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お金

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
調
査
・
ズ
バ
リ
！！
村
政
を
問
う
!
一
般
質
問

村の
さいふ
一般会計

令和元年度

決算

村
の
力
で
得
た
お
金

国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

借金

２億７７４０万円

１億７６５０万円

５億４４９２万円

１９億１１１２万円

１億９５万円
１億９２５８万円

４億７９３８万円

３２９１万円
４２１万円

地方交付税など

国庫支出金
県支出金

みなさんから
税として集めたお金

村の事業で村民の
負担したお金

お年寄りや体の不自由な
方を助けるお金

村長、議員、職員に
払うお金

道路や建物などの
建設事業に使うお金

台風の災害により
河川などを直すお金

事務用品などを
買うお金

地域や各団体へ
補助するお金

貯めておくお金

専用のさいふに
移すお金国や県からもらい

使い道が決められたお金

保育料や村の住宅を
貸すなどして得たお金

昨年残したお金

国からもらったお金

借金を返すお金

建物などを直すお金

他に貸すお金

貯金を崩したお金

国や銀行から借りたお金

寄附金・その他のお金

使ったお金
３３億３９２２万円

入ってきたお金
３７億１９９７万円

人 件 費
５億４０４１万円

繰 出 金
３億５６０４万円

積 立 金
２億９６２５万円

貸 付 金
１５５０万円

補助費等
５億７０２２万円

維持補修費
１２３８万円

物 件 費
４億４７６５万円

災害復旧事業
１億６１８９万円

普通建設事業
３億６５２２万円

公 債 費
３億５４０１万円

扶 助 費
２億１９６５万円



！
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議 案
調 査

　

令
和
元
年
度
に
完
成
し
た
事
業
や
今
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
、各
常
任
委
員
会
に
よ
る
合
同
議
案
調

査
を
実
施
し
、現
地
調
査
に
て
事
業
実
績
を
確
認
し

ま
し
た
。

補助金を利用した建設工事が完了したグループホーム

事業実績を
現地調査！

青少年広場の大規模改修工事第二期工事が進む棚倉消防署鮫川分署 危険箇所が改良された国道289号線

総務文教
常任委員会

消
防
団
第
一
分
団
へ
の
整
備

答
小
型
動
力
ポ
ン
プ・積
載
車

8
3
7
万
円

問

鮫
川
村
以
外
か
ら
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
へ
の

通
学
支
援
金

村
外
生
徒
通
学
支
援
金

4
9
7
万
円

問答

予
備
費 

1
4
5
2
万
円

災
害
等
緊
急
時
対
応
費

用
と
し
て
増
額

問答

災
害
復
旧
工
事
に
該
当
し
な
い
、緊
急

を
要
す
る
村
道
、林
道
の
修
繕
工
事

答
道
路
維
持
工
事 

1
6
7
0
万
円

問

産業厚生
常任委員会

河
川
堆
積
土
砂
撤
去
工
事

3
3
0
万
円

問
彦
次
郎
、馬
場
地
内
の
河

川
堆
積
土
砂
撤
去
工
事

答
森
林
整
備
基
本
方
針
策

定
業
務 
7
7
6
万
円

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
村
内
の
森
林
整

備
計
画

問答

新
生
活
環
境
整
備
応
援

事
業 

2
8
0
万
円

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
行
う
村
内
事

業
所
への
助
成
金

答
移
動
ス
ー
パ
ー
生
活
支

援
事
業 

5
0
0
万
円

す
ま
い
る
、手
ま
め
館
の
2

店
舗
で
使
用
す
る
車
両
購

入
費

問答

公
衆
無
線
L
A
N
整
備

工
事 

4
0
0
万
円

問答
公
共
施
設
な
ど
へ
の

Free
W
i-

F
i
整
備



登壇
5人が

リズバ

村政を問う！
議員

P 7

関根  浩治

▪
▪
農業施策の計画
畜産クラスター

P 6

▪
▪
▪

振興計画と総合戦略
環境公社の設立
振興公社準備室

北條  利雄

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員
・
関
根
浩
治
議
員
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P 9

遠藤  貴人

▪ジェンダーフリー教育

P10

前田  武久

▪
▪
公共施設の閉鎖
旧つるや旅館

P 8

宗田  雅之

▪
▪
年金・医療・介護
子育て支援

　一般質問は、議員の日常活動を通じて、
住民の声や自身の考え方をもとに、村長、
教育長などの方針を問うものです。鮫川村
議会は、一人あたり９０分の制限時間内で
あれば、質問の回数に制限はありません。

星　  一彌 議長

議事の進行

出 席 議 員

堀川  照夫 議員

関根  英也 議員

森　  隆之 議員

前田  雅秀 議員



北
條 

利
雄 
議
員
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鮫
川
村
振
興
計
画
は
、

本
村
の
最
上
位
の
行
政
計

画
。
総
合
戦
略
は
、
振
興

計
画
の
実
施
計
画
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
整
合
性
を
図

る
と
さ
れ
る
。
振
興
計
画

の
後
期
計
画
と
総
合
戦
略

の
見
直
し
の
計
画
策
定
が
、

村
づ
く
り
委
員
会
と
コ
ン

サ
ル
委
託
に
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
る
。
振
興
計
画
の

前
期
計
画
と
第
1
期
総
合

戦
略
の
点
検
と
検
証
結
果
、

振
興
計
画
の
後
期
計
画
と

第
2
期
総
合
戦
略
の
計
画

期
間
の
補
正
、
村
長
公
約

と
村
民
と
の
対
話
の
整
合

性
、
現
在
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

 　
振
興
計
画
前
期
計
画
の

点
検
・
中
間
評
価
の
検
証

を
行
い
、
施
策
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
、
後
期
計

画
策
定
を
進
め
て
い
る
。

総
合
戦
略
は
、
整
合
性
を

図
る
必
要
性
か
ら
1
年
延

長
す
る
計
画
策
定
方
針
と

し
た
。
検
証
結
果
は
、
12

月
に
示
す
予
定
。
基
本
は
、

「
ふ
る
さ
と
回
帰
」「
稼
ぐ

力
の
創
出
」「
暮
ら
し
や
す

く
賑
わ
い
の
あ
る
村
」が
目

標
。
新
た
に「
暮
ら
す
環

境
の
充
実
」を
加
え
、
満

足
度
を
高
め
る
施
策
を
計

画
に
反
映
さ
せ
、
事
務
事

業
の
精
度
を
高
め
る
。

　
本
村
に
も
多
く
の
環
境

問
題
が
存
在
す
る
。
課
題

別
に
様
々
な
角
度
か
ら

個
々
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た

知
見
を
利
用
し
、
幅
広
い

視
点
で「
環
境
公
社
」を

設
立
す
る
と
さ
れ
る
。
こ

の
設
立
へ
の「
経
過
や
過

程
」の
基
本
枠
組
み
で
あ
る

①
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

日
時
や
時
間
②
検
討
場
所

や
組
織
③
検
討
体
制
で
誰

が
、
誰
と
誰
に
④
検
討
項

目
の
対
象
⑤
目
的
と
理
由

や
背
景
⑥
検
討
の
方
法
や

程
度
⑦
検
討
の
範
囲
や
領

域
の
七
要
素
を
問
う
。

　
遊
休
農
地
の
荒
廃
、
生

活
道
の
環
境
整
備
、
雇
用

創
出
な
ど
の
課
題
に
対
応

す
る
組
織
と
し
て
設
立
が

望
ま
れ
る
。
農
業
振
興
を

支
え
稼
ぎ
出
す
こ
と
が
で

き
る
法
人
設
立
を
目
指
す
。

 　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

編
成
。
労
働
力
不
足
、雇
用

環
境
や
農
村
環
境
の
悪
化

が
あ
る
。
年
間
を
通
じ
た

仕
事
の
創
出
と
里
山
の
景

観
維
持
が
目
的
。
業
務
内

容
や
組
織
体
制
、
事
業
資

金
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

連
携
協
議
。
業
務
範
囲
や

運
営
コ
ス
ト
、
資
本
金
や

収
益
の
検
討
。
事
業
展
開

へ
の
課
題
や
制
度
の
活
用
。

コ
ス
ト
面
や
運
営
形
態
を

検
証
し
検
討
を
進
め
る
。

　
大
き
な
期
待
を
抱
か
せ

て
き
た「
振
興
公
社
準
備

室
」。
行
政
に
人
的
組
織

が
配
置
さ
れ
、
準
備
が
開

始
さ
れ
て
も
う
何
年
経
過

す
る
の
か
。
政
策
的
に
地

域
振
興
を
目
指
す
の
で
あ

れ
ば
、「
振
興
公
社
準
備

室
」の
今
ま
で
の
経
過
と
説

明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。

「
振
興
公
社
準
備
室
」の
今

ま
で
の
位
置
付
け
と
経
過
、

今
後
の
計
画
の
方
向
性
や

事
業
実
施
の
是
非
、
存
廃

を
含
め
た
判
断
な
ど
村
民

へ
の
説
明
責
任
を
問
う
。

 　
農
産
物
加
工
直
売
所
の

公
社
で
の
運
営
を
目
指
す

目
的
に
準
備
室
を
設
置
。

設
立
に
向
け
検
討
を
幾
度

と
な
く
重
ね
て
き
た
。
経

営
状
況
が
年
々
厳
し
く
な

り
、
公
社
設
立
に
至
ら
な

か
っ
た
。
中
心
地
域
活
性

化
の
た
め
の
拠
点
施
設
整

備
計
画
に
合
わ
せ
て
、
運

営
主
体
を
村
づ
く
り
会
社

（
仮
称
）に
移
行
が
可
能
か

ど
う
か
の
調
査
研
究
を
進

め
て
い
る
。
主
要
施
策
の

具
現
化
に
向
け
た
法
人
設

立
を
目
指
し
て
い
る
。
基

本
的
な
意
識
改
革
、
抜
本

的
な
経
営
改
善
、
生
産
者

へ
の
支
援
と
担
い
手
育
成

な
ど
、
総
合
的
な
改
善
策

を
計
画
的
に
実
施
し
、
法

人
化
の
時
期
を
判
断
す
る
。

「第4次鮫川村振興計画」と
鮫川村「人口ビジョン・総合戦略」

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
副
村
長
）

質 

問

質 

問

質 

問

満足度を高める施策を
　　　　　計画に反映する

鮫川村振興計画と総合戦略を問う

答

問

問
環
境
公
社
の
設
立

を
問
う

答
農
業
振
興
を
支
え

稼
ぎ
出
す
法
人
設

立
を
目
指
す

問
振
興
公
社
準
備
室

を
問
う

答
改
善
策
を
実
施
し
、

法
人
化
の
時
期
を

判
断
す
る



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
宗
田
雅
之
議
員
・
遠
藤
貴
人
議
員
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関
根 

浩
治 

議
員

受託での機械化による収穫作業

　
我
が
国
の
食
と
活
力
あ

る
農
業
・
農
村
を
次
の
世

代
に
つ
な
ぐ
た
め
、
産
業

施
策
と
地
域
施
策
を
車
の

両
輪
と
し
て
推
進
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
国
民
生
活

に
不
可
欠
な
食
料
を
安
定

的
に
供
給
し
、
食
料
自
給

率
の
向
上
と
食
料
安
全
保

障
の
確
立
を
主
眼
と
し
て

制
定
さ
れ
て
い
る
。
鮫
川

村
は
、
今
後
ど
の
様
な
農

業
施
策
を
策
定
計
画
し
て

い
る
の
か
を
問
う
。

　
本
村
の
農
業
振
興
は
、

ま
さ
し
く
村
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
支
え
て
い

か
な
い
限
り
、
農
地
の
荒

廃
、
さ
ら
に
担
い
手
の
育

成
や
認
定
農
業
者
の
先
ど

ま
り
の
現
状
の
中
、
特
に

畜
産
を
中
心
と
し
て
担
い

手
が
今
後
育
ち
つ
つ
あ
る
。

さ
ら
に
集
約
農
業
水
田
の

請
負
耕
作
等
の
取
り
組
み

に
対
し
て
、
国
、
県
の
農
政

に
対
す
る
手
厚
い
支
援
、

補
助
等
も
あ
り
農
業
を

支
援
す
る
体
制
に
あ
る
。

そ
れ
は
、
国
と
県
の
助
成

に
合
わ
せ
て
、
村
独
自
の

担
い
手
育
成
、
村
の
実
情

に
合
っ
た
支
援
策
を
構
じ

た
い
。

　
食
料
、
そ
の
他
の
農
産

物
供
給
の
機
能
及
び
、
多

面
的
機
能
が
適
切
か
つ
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
農
業
の

生
産
条
件
の
整
備
及
び
、

生
活
環
境
整
備
、
そ
し
て
、

そ
の
福
祉
の
向
上
に
よ
り
、

そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。
村
に

合
っ
た
振
興
計
画
の
進
め

方
に
つ
い
て
問
う
。

　
本
村
の
農
地
環
境
の
実

情
を
見
る
と
、
ま
だ
環
境

整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い

中
、
農
村
維
持
を
大
粒
の

汗
を
流
し
な
が
ら
、
農
地

を
守
り
耕
作
し
て
お
り
、

そ
う
い
っ
た
方
々
が
、
何

で
お
困
り
か
、
今
後
ど
の

様
な
農
業
を
展
開
し
て
い

く
の
か
等
の
、
現
状
把
握

と
、
農
業
視
野
や
、
関
係

機
関
等
、
総
合
的
な
産
業

振
興
の
た
め
に
、
農
商
工

連
携
し
６
次
化
の
推
進
に

よ
り
、
付
加
価
値
を
つ
け

て
提
供
す
る
等
の
、
村
の

実
態
に
合
わ
せ
た
村
独
自

の
、
農
業
施
策
を
組
み
立

て
た
い
。

　
令
和
2
年
3
月
の
定
例

会
に
て
、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
を
新
年
度
よ
り
取
り

組
む
旨
の
答
弁
を
伺
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
最

中
で
大
変
で
あ
る
が
、そ
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

令
和
2
年
3
月
の
議
会
に

て
、
関
係
機
関
、
団
体
及

び
畜
産
農
家
と
協
議
し
取

り
組
む
と
答
弁
し
て
い
る

が
、
4
月
以
降
に
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
に
よ
り
、
協
議
す
る

会
議
の
開
催
が
で
き
ず
、

ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
に
関
わ

る
協
議
会
の
設
立
に
至
っ

て
な
い
が
、
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
樹
立
に
つ
い
て

は
、
畜
産
農
家
が
、
ど
の

様
な
事
業
施
策
や
、
整
備

を
望
ん
で
い
る
か
を
調
査

し
、
現
在
の
畜
産
農
家
が

要
望
す
る
、
施
設
整
備
等

の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
、

補
助
事
業
の
実
施
に
向
け

て
、
意
見
聴
取
を
進
め
て

い
る
。　
　

今後の農業施策の計画を問う

現在の農業施策を基本に展開する答

問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
て
、協
議
す
る

会
議
開
催
で
き
ず
、ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
に
関
わ
る

協
議
会
設
立
に
至
っ
て
な
い

答
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

を
問
う

問



宗
田 

雅
之 
議
員

各、支援、施策を講じて支えていく

高齢者への対応を問う

答

問

　
年
々
高
齢
化
が
進
み
、

年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど

の
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、

村
と
し
て
の
対
応
策
を
伺

う
。
ま
た
高
齢
者
や
疾
患

の
あ
る
人
が
重
症
化
す
る

と
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
一
層
の
予
防
、

検
査
の
充
実
、
医
療
機
関

と
の
連
携
の
強
化
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状

を
伺
う
。

 　
今
、
村
で
は
民
生
児
童

委
員
に
よ
る
自
宅
訪
問
や

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
、

地
域
生
活
を
支
え
る
資
源

を
育
む
取
組
み
の
展
開
を

し
て
い
る
。
ま
た
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
支
援

事
業
者
に
よ
り
生
活
の
質

の
向
上
を
目
的
に
サ
ー
ビ

ス
が
出
来
る
よ
う
、
体
制

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て

は
、
県
よ
り
感
染
症
に
関

わ
る
検
査
を
実
施
す
る
体

制
を
構
築
す
る
旨
の
通
知

が
あ
り
、
国
保
診
療
所
に

お
い
て
抗
原
検
査
を
行
う

方
向
で
準
備
を
し
て
い
る

所
で
あ
る
。
地
域
外
来
検

査
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け

て
も
、
町
村
会
、
郡
医
師

会
、
塙
厚
生
病
院
の
３
社

で
要
望
書
を
堤
出
、
話
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
基

本
的
な
感
染
対
策
、
手
洗

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
３

密
を
避
け
る
な
ど
、
感
染

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
後
、
団
塊
の
世
代
の

後
期
高
齢
化
に
伴
い
、
介

護
施
設
の
受
け
入
れ
の
飽

和
化
、
そ
れ
に
よ
る
在
宅

介
護
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
中
、
老
々
介
護
な
ど
、

介
護
す
る
人
の
高
齢
化
が

危
惧
さ
れ
る
が
、
村
と
し

て
の
対
応
を
伺
う
。
ま
た
、

介
護
施
設
の
人
材
不
足
、

介
護
士
の
高
齢
化
が
心
配

さ
れ
る
が
、
対
応
は
。

 　
高
齢
者
対
策
は
村
民
全

体
で
応
援
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
今

後
、
需
要
の
調
査
を
行
い
、

何
が
必
要
な
の
か
を
検
討

し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

 　
買
い
物
弱
者
支
援
の
為

に
設
置
さ
れ
た（
す
ま
い

る
）の
価
格
体
系
が
高
い
の

で
は
と
の
声
が
あ
る
。
高

齢
者
、
特
に
国
保
年
金
受

給
者
に
と
っ
て
は
、
価
格

の
問
題
は
生
活
す
る
上
で

大
な
る
も
の
が
あ
る
。

 　
町
の
量
販
店
と
比
べ
れ

ば
仕
入
れ
体
系
が
違
う
の

で
高
い
も
の
が
あ
る
。
た

だ
電
話
一
本
で
届
け
て
く

れ
る
利
便
性
も
あ
る
。
年

間
８
０
０
万
近
い
人
件
費

を
補
填
し
て
運
営
し
て
い

る
施
設
で
あ
る
の
で
高
い

の
も
致
し
方
な
い
と
考

え
る
。

　
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
が
減
少
し
、
今
後
の
村

づ
く
り
が
危
惧
さ
れ
る

が
、
村
と
し
て
の
対
応
策

を
伺
う
。

　
人
口
減
少
へ
の
対
応
、

子
供
の
元
気
な
声
が
響
く

村
づ
く
り
は
村
を
存
続
さ

せ
る
た
め
の
重
要
課
題
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

子
育
て
支
援
と
定
住
促
進

の
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今

後
は
若
い
世
代
の
意
見
や

要
望
を
聴
取
し
た
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
公
営

住
宅
入
居
者
支
援
な
ど
要

綱
案
を
作
成
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
学

力
や
ス
ポ
ー
ツ
向
上
に
加

え
、
優
し
く
も
力
強
く
生

き
ぬ
く
力
を
養
う
教
育
を

軸
と
し
て
、
子
育
て
世
代

の
方
々
の
移
住
・
定
住
促

進
に
つ
な
げ
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
若

い
人
た
ち
の
生
活
困
窮
の

調
査
を
し
て
い
る
の
か
。

　
村
長
に
就
任
し
て
か
ら

は
記
憶
が
な
い
。

　
学
校
関
係
に
関
し
て
は
、

経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の

場
合
に
は
就
学
支
援
制
度

を
利
用
し
て
頂
け
れ
ば
、

困
窮
者
に
対
し
て
支
援
で

き
る
か
と
思
う
。
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問われる介護施設の在り方

質 

問

質 

問
問
子
供
た
ち
の
対
応

策
を
伺
う

答
子
育
て
支
援
と
定

住
促
進
の
環
境
の

充
実
が
不
可
欠

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問



遠
藤 

貴
人 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
前
田
武
久
議
員
・
村
民
の
広
場

男女共同参画社会の観点から

ジェンダーフリー思想に
　　　　振り回されていないか

答

問

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
と

は
、
生
物
学
的
な
性
差（
性

別
）は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の

だ
が
、
男
ら
し
さ
、
女
ら

し
さ
な
ど
の
性
差（
性
区

別
）は
社
会
的
・
文
化
的

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
否
定
せ
よ
と
い
う

も
の
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
思

想
で
は
、
男
女
の
生
物
学

的
性
差
以
外
の
違
い
は
認

め
な
い
。
生
ま
れ
た
と
き

は
男
も
女
も
な
い
の
に
、

男
と
し
て
育
て
ら
れ
る
か

ら
男
に
、
女
と
し
て
育
て

ら
れ
る
か
ら
女
に
な
る
と

主
張
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

リ
ー
思
想
に
公
教
育
が
振

り
回
さ
れ
て
い
な
い
か
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
視

点
で
は
な
く
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
、
人
間

尊
重
、
男
女
平
等
の
観
点

か
ら
。
男
女
が
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
、
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

様
々
な
分
野
に
参
画
し
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
社
会
が
男

女
共
同
参
画
社
会
の
姿
。

　
性
差
は
社
会
的
・
文
化

的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
否
定
し
た
り
、

男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
の

区
別
を
な
く
し
て
人
間
の

中
性
化
を
目
指
す
と
い
う

考
え
方
で
は
な
い
。

　
男
女
混
合
名
簿
、
男
女

押
し
な
べ
て
の「
さ
ん
」づ

け
が
主
流
に
な
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
る
。

　
平
成
十
数
年
頃
か
ら
男

女
混
合
名
簿
を
作
る
学
校

が
、
特
に
小
学
校
で
増
え

て
き
た
。
県
南
地
域
で
男

女
混
合
名
簿
を
採
用
し
て

い
る
学
校
は
、
小
学
校
37

校
中
35
校
。
中
学
校
で
18

校
中
４
校
。

　
男
女
混
合
名
簿
が
増
え

て
い
る
が
、
こ
れ
は
男
が

前
、
女
は
後
ろ
と
い
っ
た

偏
っ
た
概
念
を
つ
く
ら
な
い

よ
う
、
小
さ
い
う
ち
か
ら

人
間
尊
重
、
男
女
平
等
の

意
識
を
育
む
た
め
。

　
「
さ
ん
」づ
け
呼
び
に
つ

い
て
も
、
性
の
差
を
な
く

す
と
い
う
意
図
か
ら
で
は

な
く
、
子
供
を
一
人
の
人

間
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
。

子
供
同
士
が
お
互
い
に
尊

重
し
合
う
行
動
を
育
む
こ

と
。
性
別
に
よ
っ
て
差
別

が
生
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら

「
さ
ん
」づ
け
呼
び
が
増
え

て
い
る
。

　
混
合
名
簿
移
行
に
よ
る

問
題
点
は
。

　
小
学
校
で
は
男
女
混
合

名
簿
に
移
行
し
て
も
特
に

問
題
な
か
っ
た
が
、
中
学

校
に
お
い
て
は
男
女
が
別

に
活
動
す
る
機
会
も
多
く
、

混
合
名
簿
を
作
成
す
る
と

業
務
が
煩
雑
に
な
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
広
が
っ
て
い

な
い
。

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
は
あ
る
か
。

　
中
学
校
で
使
用
し
て
い

る
教
科
書
に
お
い
て
、
社

会
科
や
家
庭
科
、
保
健

体
育
科
や
道
徳
な
ど
に
男

女
共
同
参
画
社
会
に
関
わ

る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

　
子
供
た
ち
は
共
生
社
会

を
築
い
て
い
く
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
男
女
共

同
参
画
の
形
成
、
人
間
尊

重
、
男
女
平
等
の
観
点
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
鮫
川

村
の
教
育
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
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質 

問

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

再
質
問

再
質
問

答
弁（
教
育
長
）

再
質
問
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公
約
さ
れ
た
公
共
施
設

（
ほ
っ
と
は
う
す
）の
閉
鎖

は
、宿
泊
施
設（
旧
つ
る
や
）

の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、

ほ
っ
と
は
う
す
を
村
直
営

か
ら
切
り
離
し
、
民
間
譲

渡
を
め
ど
に
、
令
和
２
年

か
ら
取
り
か
か
る
と
な
っ

て
い
た
が
、
進
捗
状
況
を

問
う
。

 　
閉
鎖
に
向
け
担
当
課
で
、

譲
渡
の
た
め
施
設
継
承
す

る
事
業
者
を
募
集
す
る
が
、

他
の
用
途
に
転
換
を
図
る

か
、
そ
の
可
能
性
を
模
索

し
て
い
る
。

 　
具
体
策
は
ま
だ
無
い
と

の
答
弁
で
あ
る
が
、
公
約

等
を
守
る
こ
と
に
違
い
は

な
い
か
。

 　
答
弁
を
曲
げ
る
こ
と
は

な
い
、
譲
渡
の
仕
方
な
ど

を
、
全
員
協
議
会
で
相
談

し
た
い
。

 　
全
員
協
議
会
の
時
期
は

い
つ
か
。

 　
建
物
の
価
値
を
早
急
に

算
出
し
、
専
門
家
の
意
見

も
交
え
皆
様
に
提
示
し
、

全
協
を
開
き
新
年
度
予
算

に
特
別
会
計
と
し
て
支
出

す
る
こ
と
に
間
に
合
わ
せ

る
。

 　
宿
泊
施
設（
旧
つ
る
や
）

オ
ー
プ
ン
の
目
安
が
あ
る

が
、
全
協
開
催
、
年
内
に

は
大
丈
夫
か
。

 　
年
内
と
言
わ
ず
に
、
今

議
会
終
了
後
に
内
部
検
討

を
進
め
て
、
公
開
で
き
る

よ
う
な
原
案
を
つ
く
る
。

 

　

宿
泊
施
設
に
つ
い
て（
旧

つ
る
や
）

（
１
）旅
館
の
改
修
工
事
は
、

　
　

１２
月
２１
日
の
工
期
で

　
　
あ
る
が
、
施
設
の
開

　
　
設
予
定
日
を
伺
う
。

（
２
）施
設
の
名
称
は
、
公

　
　
募
す
べ
き
と
思
う
が

　
　
如
何
か
。

（
３
）施
設
の
賃
借
条
項
を

　
　
伺
う
。

（
４
）施
設
の
宣
伝
状
況
を

　
　
伺
う
。

 　
令
和
２
年
１２
月
２１
日
が

工
期
で
、
請
負
業
者
に
は

工
事
期
限
を
遵
守
さ
せ

る
、
旅
館
の
開
設
は
、
工

事
完
了
後
、
消
防
署
、
保

健
所
の
許
可
後
早
く
と
も
、

３
月
中
旬
頃
の
開
業
予
定
、

名
称
は
経
営
予
定
者
に
任

せ
る
、
賃
貸
条
件
は
対
応

期
間
五
年
間
で
必
要
に
応

じ
延
長
可
、
使
用
料
は
当

面
無
料
、
施
設
契
約
は
１２

月
迄
に
進
め
る
、
宣
伝
は

経
営
者
の
意
向
も
含
め
、

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
に
よ
る
他
、
経
営

者
独
自
の
宣
伝
に
よ
る
方

法
を
考
え
て
い
る
。

 

　
旧
つ
る
や
の
建
築
竣
工

図
面
が
無
い
と
聞
く
が
、

設
計
図
、
設
計
書
を
保
持

す
べ
き
、
３
月
中
旬
オ
ー

プ
ン
は
間
違
い
な
い
の
か
。

 　
竣
工
図
、
当
時
の
図
面

の
有
無
を
再
確
認
す
る
。

　
開
所
は
年
度
内
に
行
い

営
業
開
始
は
３
月
半
ば
、

村
内
外
の
方
々
の
利
用
を

お
願
い
す
る
。

 　
宿
泊
施
設
の
名
称（
屋

号
）は
村
の
施
設
で
も
あ

り
、
村
民
の
意
向
に
沿
っ

た
馴
染
の
あ
る
屋
号
と
す

べ
き
、
村
民
へ
の
公
募
を

す
る
べ
き
と
思
う
が
。

 　
提
案
の
村
で
公
募
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
公
設
民

営
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前
を

付
け
ら
れ
る
よ
う
、
経
営

者
の
方
に
お
話
し
し
て
み

た
い
と
思
う
。

閉鎖へ向け模索している

閉鎖への進捗状況は

答

問

質 

問

質 

問

開設が期待される宿泊施設

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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西野フェイバリッツ
～スポーツクラブの紹介～

　西野フェイバリッツは、主に西野地区に在住
している女性によるバレーボールチームです。
毎週金曜日の夜、農業者トレーニングセンター
で練習をしています。メンバーは２０歳から５０歳
代までと幅広く特にママさんが多いので、集ま
れば子育ての話をしたり、さまざまな情報交換
をしたりと、バレーの練習だけでなく地域の人々
とのつながりが持てる貴重なコミュニケーション
の場となっています。
　生涯スポーツと言われるバレーボール。この
機会に、体を動かしたい方、交友関係を広げた
い方、大歓迎です。お子さんが小さい方でも大
丈夫。先輩ママさん方が助けてくれます。ぜひ
一緒に楽しくバレー＆おしゃべりをしましょう。
お待ちしております。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
38
で
す

9
月
定
例
議
会
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

議
会
傍
聴
者
か
ら
の
ひ
と
言

質
問
時
間
に
あ
る
程
度
、
制
限
時
間
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

ま
た
質
問
内
容
を
も
う
少
し
要
約
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

・◆ 

議
員
の
発
言
内
容
は
良
く
わ
か
り
ま
し
た
か

議
場
が
狭
く
感
じ
た
。

再
質
問
は
１
回
な
い
し
２
回
ま
で
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

・・ ◆ 

傍
聴
さ
れ
て
気
づ
い
た
点
は
あ
り
ま
す
か

質
問
内
容
が
か
な
り
突
っ
込
ん
で
い
て
、
行
政
側
と
の
や
り
取
り
が
楽
し
い

の
で
良
い
と
思
う
。

・◆ 

議
会
全
般
に
対
し
て
ご
意
見
あ
り
ま
す
か

質
問
内
容
が
事
前
に
配
布
さ
れ
て
い
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
。

・◆ 

答
弁
者（
村
長・教
育
委
員
長・職
員
）の
発
言
は
わ
か
り
ま
し
た
か

ゆうきくん
からの
お願い

議
会
傍
聴
に

来
て
く
ん
ち
ナ
イ
！

12
月
定
例
議
会
は

12
月
上
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。

【活動日】 金曜日
　　　　 午後７時３０分～９時
【場　所】 鮫川村農業者
　　　　  トレーニングセンター
【代表者】 藤田 圭子
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
発
生
し
、
10
ヶ
月
に
な
り

ま
す
が
、
収
束
ど
こ
ろ
か
世
界

中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

他
人
に
感
染
さ
せ
た
く
な
い
。

自
分
も
感
染
し
た
く
な
い
と
、

外
出
や
集
会
の
自
粛
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
も

自
然
災
害
の
一
つ
。
自
粛
生
活

の
中
で
考
え
る
時
間
を
与
え
て

く
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
際
、
鮫
川
の
地
に
、
ど
っ

し
り
と
足
を
つ
け
先
を
見
る
時

間
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　（
広
報
編
集
委
員
）

シリーズ38ふるさと鮫川への想い

水野　勉 さん
東京都練馬区在住 （大字西山字宝木出身）

私
の
ふ
る
さ
と
鮫
川
村
の
思
い
出

　

私
の
家
は
兼
業
農
家
で
し

た
。
父
親
は
旧
日
本
海
軍
航

空
隊
所
属
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で

し
た
。
そ
の
父
に
軍
隊
精
神

で
私
は
厳
し
く
育
て
ら
れ
ま

し
た
。
厳
し
い
父
親
も
私
達

を
育
て
る
為
に
、
た
ば
こ
、

稲
作
、
麦
作
り
に
一
生
懸
命

で
し
た
。
当
然
私
達
子
供
も

一
員（
小
学
４
年
〜
）と
な
り

手
伝
い
で
す
。
夏
休
み
は
た

◆ プロフィール◆ プロフィール
【生年月日】 １９４９年１２月２２日
【 趣  味 】 写真撮影・ゴルフ
【 独  立 】 １９７９年５月１日会社設立
【 現  在 】 株式会社 美津濃

ば
こ
取
り
、
そ
し
て
た
ば
こ

挟
み（
３
〜
４
ｍ
の
縄
に
は
さ

む
）乾
燥
、
た
ば
こ
の
し
、
こ

れ
が
一
番
辛
か
っ
た
思
い
出

で
す
。

　

私
は
、
昭
和
39
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
白
黒
テ
レ
ビ

で
見
て
東
京
に
憧
れ
て
上
京

し
ま
し
た
。
東
京
は
目
に
映

る
物
、
食
べ
物
全
て
が
新
鮮

で
し
た
。
で
も
東
京
は
甘
く

は
な
か
っ
た
で
す
。
何
度
も

挫
折
し
そ
う
に
な
り
、
故
郷

に
帰
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

父
親
の
反
対
を
押
し
切
り
、

憧
れ
の
東
京
に
来
た
の
で
す

か
ら
帰
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
勤
め
て
い
た
会
社
に

来
ら
れ
た
社
長
さ
ん
に
悩
み

を
話
し
ま
し
た
ら「
私
の
会

社
に
来
な
い
か
」と
誘
い
が
あ

り
ま
し
た
。
仕
事
は
洋
菓
子

店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル

等
の
食
材
を
卸
す
会
社
で
す
。

そ
こ
の
営
業
マ
ン
と
し
て
就
職

し
ま
し
た
。
１
ヶ
月
の
研
修

が
終
わ
り
独
り
立
ち
で
す
。

１
台
の
車
を
提
供
さ
れ
た
の

が
試
練
の
始
ま
り
で
し
た
。

１
日
10
件
の
飛
込
み（
初
め

て
の
店
舗
）に
加
え
売
上
ノ
ル

マ
で
す
、
甘
く
は
な
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
訛
り
が
抜
け
ず

悩
み
ま
し
た
。

　

在
る
一
軒
の
洋
菓
子
＆
喫

茶
店
に
売
り
込
み
に
行
っ
た

時
の
出
来
事
が
、
私
の
人
生

を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
30

人
の
従
業
員
を
抱
え
た
社
長

が
会
津
坂
下
の
出
身
で「
君
、

訛
り
何
が
恥
ず
か
し
い
地
で

行
け
」と
一
括
。
５
回
程
そ
の

洋
菓
子
店
に
行
く
と
取
引
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
訛
り
を
武
器
に
？
仕
事

も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
長

年
務
め
た
会
社
で
す
が
30
歳

の
時
独
立
を
考
え
、
父
親
に

電
話
に
て
相
談
す
る
と「
迷

惑
か
け
る
な
よ
」こ
の
一
言
で

し
た
。
こ
の
言
葉
を
私
は
悪

く
取
れ
た
の
で
す（
家
族
に
迷

惑
）こ
の
時
を
境
に
、
故
郷
に

４
年
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

元サッカー日本代表監督ジーコ氏と歓談

起
こ
し
た
会
社
を
安
定
さ
せ
両

親
を
安
心
さ
せ
た
か
っ
た
の
で

す
。

　

現
在
は
、自
分
の
会
社
で
仕
事

を
し
、
合
間
に
20
代
か
ら
趣
味
の

写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
、
野
鳥
・

風
景
・
星
空
等
で
す
。
現
在
の

私
が
在
る
の
は
、
厳
し
く
育
て
て

く
れ
た
両
親
と
鮫
川
村
の
お
か

げ
で
す
。
感
謝
。




